
 

 

 

 

 

 
 
 

クロスアート４「ビロンギング －新しい居場所と手にしたもの－」を開催します 

岐阜県ゆかりの美術家を紹介するシリーズ企画、クロスアート展を「ビロンギング」と題して開催します。

社会は多様かつ包括的になり、個々が抱く愛着や属性への意識もまた尊重されるようになっています。「ビロ

ンギング」という言葉には「持ちもの」や「所属」といった意味があります。本展では、岐阜から出発し異

なる境地に属して新たなものを手にし、世界的評価を受ける作家たちを紹介します。 

 

１ 会 期  令和６年３月２９日（金）～６月２３日（日） 

       １０：００～１８：００ 

       ４月１９日（金）５月１７日（金）、 

６月２１日（金）は２０：００まで夜間開館 

       ※展示室の入場は、閉館の３０分前まで 

※休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） 

 

２ 場 所  岐阜県美術館 展示室３（岐阜市宇佐４－１－２２） 

 

３ 観覧料  一 般 ：１，０００円（９００円） 

大学生 ：   ８００円（７００円） 

高校生以下無料、（ ）内は２０名以上の団体料金 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指定難病）受給者証の

交付を受けている方とその付き添いの方(１名まで）は無料 

■ 出品予定作家 

作家名  解説 

松山
まつやま

智一
ともかず

 
高山市生まれ、2002年渡米後独学で表現様式を確立。古今東西の美術や大衆文化から
サンプリングしたイメージを独自の表現で再構築した作品で世界的な評価を受ける。 

公花
き み か

 
岐阜市生まれ、スペインのセビリアを拠点とし、植民地支配の影響が残る西サハラの
女性たちが身につけるメルフファ（スカーフ）を使った作品が代表作となる。 

後藤
ご と う

映則
あきのり

 
各務原市生まれ、キネティック・アート（動く立体作品）の流れを汲み、作品に光線
を照射して生まれるアニメーションで運動を表現する。 

横山
よこやま

奈美
な み

 
羽島郡笠松町生まれ、ネオンサインに代表される日常の取るに足らないモチーフを精
巧に描き上げることで、絵画のもつ崇高さを引き出す。 

山内祥太
やまうちしょうた

 
岐阜市生まれ、メディアアートで注目されると、コロナ禍に身体をさらすパフォーマ
ンスに傾倒し、顔や皮膚、体臭などの身体の表層をモチーフにする。 
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